
一般会計「歳出」 （単位：千円）

前年度
予算要求額

前年度
当初予算額

予算要求額
（Ａ）

一次査定額
（Ｂ）

最終査定額
（Ｃ）

差引
（Ｃ－Ｂ）

差引
（Ｃ－Ａ）

議会費 992,065 993,300 995,365 991,910 992,000 90 ▲ 3,365

議会費 992,065 993,300 995,365 991,910 992,000 90 ▲ 3,365

総務費 17,321,572 15,141,300 16,126,064 15,691,198 15,780,500 89,302 ▲ 345,564

総務管理費 13,544,454 11,466,990 11,975,512 11,613,535 11,668,300 54,765 ▲ 307,212

徴税費 1,708,337 1,687,380 1,691,051 1,633,507 1,633,510 3 ▲ 57,541

戸籍住民基本台帳費 1,229,866 1,155,510 1,705,731 1,694,241 1,729,360 35,119 23,629

選挙費 643,092 611,670 266,402 262,935 262,940 5 ▲ 3,462

統計調査費 61,188 87,980 355,461 360,973 360,980 7 5,519

監査委員費 134,635 131,770 131,907 126,007 125,410 ▲ 597 ▲ 6,497

民生費 96,664,347 94,328,900 97,411,697 96,316,884 96,354,700 37,816 ▲ 1,056,997

社会福祉費 34,222,719 33,482,870 33,958,669 33,812,296 33,834,690 22,394 ▲ 123,979

児童福祉費 44,668,215 43,640,110 45,778,594 45,173,925 45,189,260 15,335 ▲ 589,334

生活保護費 17,752,417 17,184,850 17,658,116 17,311,845 17,311,850 5 ▲ 346,266

災害救助費 20,996 21,070 16,318 18,818 18,900 82 2,582

衛生費 29,488,126 29,376,400 18,838,974 17,529,197 17,680,800 151,603 ▲ 1,158,174

保健衛生費 9,973,040 10,169,250 10,937,632 9,812,679 9,964,250 151,571 ▲ 973,382

清掃費 19,515,086 19,207,150 7,901,342 7,716,518 7,716,550 32 ▲ 184,792

労働費 196,206 189,100 235,565 207,763 212,600 4,837 ▲ 22,965

労働諸費 196,206 189,100 235,565 207,763 212,600 4,837 ▲ 22,965

農林水産業費 593,775 534,700 494,764 469,141 471,200 2,059 ▲ 23,564

農業費 514,213 456,310 420,305 396,172 398,220 2,048 ▲ 22,085

林業費 49,229 49,960 48,443 46,953 46,960 7 ▲ 1,483

水産業費 30,333 28,430 26,016 26,016 26,020 4 4

商工費 4,397,802 4,125,100 3,950,053 3,864,356 3,865,800 1,444 ▲ 84,253

商工費 4,397,802 4,125,100 3,950,053 3,864,356 3,865,800 1,444 ▲ 84,253

土木費 22,604,471 20,587,000 22,885,579 21,443,000 21,578,900 135,900 ▲ 1,306,679

土木管理費 838,130 840,200 837,412 842,091 842,100 9 4,688

道路橋りょう費 4,648,159 4,435,760 4,841,936 4,274,215 4,326,800 52,585 ▲ 515,136

河川費 1,627,153 1,450,170 2,082,146 1,918,036 1,918,050 14 ▲ 164,096

港湾費 62,138 56,340 71,227 61,897 61,900 3 ▲ 9,327

都市計画費 14,594,631 13,006,610 14,112,575 13,433,380 13,516,660 83,280 ▲ 595,915

住宅費 834,260 797,920 940,283 913,381 913,390 9 ▲ 26,893

消防費 6,724,823 6,367,700 6,717,681 6,392,090 6,393,400 1,310 ▲ 324,281

消防費 6,724,823 6,367,700 6,717,681 6,392,090 6,393,400 1,310 ▲ 324,281

教育費 29,263,028 24,547,000 33,307,078 30,723,954 30,772,900 48,946 ▲ 2,534,178

教育総務費 5,394,099 5,309,130 5,844,117 6,008,387 6,023,280 14,893 179,163

小学校費 5,403,954 3,585,250 8,313,860 7,337,587 7,352,140 14,553 ▲ 961,720

中学校費 2,453,816 1,678,850 3,501,726 3,106,350 3,107,870 1,520 ▲ 393,856

高等学校費 1,388,205 1,329,940 1,414,193 1,381,381 1,381,390 9 ▲ 32,803

特別支援学校費 1,031,084 731,280 382,276 346,351 346,360 9 ▲ 35,916

社会教育費 5,819,462 4,540,340 5,707,265 5,204,644 5,205,800 1,156 ▲ 501,465

保健体育費 7,772,408 7,372,210 8,143,641 7,339,254 7,356,060 16,806 ▲ 787,581

公債費 15,669,578 15,669,500 17,282,162 17,282,162 17,282,200 38 38

公債費 15,669,578 15,669,500 17,282,162 17,282,162 17,282,200 38 38

予備費 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 0 0

224,215,793 212,160,000 218,544,982 211,211,655 211,685,000 473,345 ▲ 6,859,982

（ア）
（予算要求額）

（一次査定額）

制度上予算要求期限までに要求内容が定まらないもの、要求後の事情変更等により要求内容を変更したものについては、「予算要求額＜一次査定額」となっています。

（最終査定額）

一次査定後の事情変更などにより査定額を変更したものについては、「最終査定額＜一次査定額」となっています。

令和２年度予算最終査定状況　（１月下旬）

款・項 名称

合　　計

人件費については、１０月下旬の要求時点では、前年度の予算額と同額を計上。



令和２年度予算最終査定状況　（１月下旬）

　歳入要求額と歳出要求額の差額について

（単位：千円）

前年度
予算要求額

前年度
当初予算額

予算要求額
（A）

一次査定額
（Ｂ）

最終査定額
（Ｃ）

差引
（Ｃ－Ｂ）

差引
（Ｃ－Ａ）

歳入予算額 213,041,796 212,160,000 211,449,932 211,534,145 211,685,000 150,855 235,068

歳出予算額 224,215,793 212,160,000 218,544,982 211,211,655 211,685,000 473,345 ▲ 6,859,982

差引 ▲ 11,173,997 0 ▲ 7,095,050 322,490 0 ▲ 322,490 7,095,050

市長復活要求事業費 1,192,582千円

　うち一般財源 842,997千円

市長復活財源（一般財源） 322,490千円

（最終査定額）

市長復活査定事業費 342,356千円 （イ）

①

②

予算要求時の歳入歳出差額は▲7,095,050千円と歳出超過でしたが、一次査定で322,490千円の歳入超過となりました。この額や国の方針が示されていない等、一次
査定時点で未確定となっている事業の精査により生じる金額などが市長復活財源となります。

一次査定で予算化されなかった事業（金額が不足すると各部が判断したものを含む）について各部から市長に復活要求が行われ市長が予算化する事業を決定（市
長復活査定）します。

① 市長復活査定で予算化された事業費は下記のとおりです。

② 事業の見直しなどにより査定額を変更したものがあるため、一次査定額から最終査定額への増加額（ア）が市長復活査定事業費（イ）よりも多くなっています。

③ 令和2年度予算編成の市長復活要求事業費等は下記の通りとなっています。市長は、市長復活財源（一般財源）の中で予算化する事業を決定します。


